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カナダ金融政策（2022年6月）
2会合連続となる0.5％ポイントの利上げ

1/1

2022年6月2日

（出所）カナダ統計局、カナダ銀行

（実績：2006年1月～2022年4月）
（予測：2022年4-6月期～2024年10-12月期）

図2：カナダの消費者物価指数

（％）

必要に応じて「更に力強い措置」を講じる用意

カナダ銀行は6月1日（現地）に金融政策決定会合を開催し、政策金利を1％から1.5％に引き上げること

を決定しました【図1】。利上げは今年3月から3会合連続、利上げ幅は前回と同じ0.5％ポイントです。

声明文はインフレへの懸念を強調する内容でした。具体的には、①5月に発表された4月消費者物価指数

（前年同月比）は+6.8％とカナダ銀行の予測を大きく上回っていること（前回4月会合時点では4-6月期

を前年同期比+5.8％と予測していた）【図2】、②消費者物価指数は短期的に一段と加速する可能性が高

いこと、③高インフレが定着するリスクが高まっていること、などを指摘しています。

こうした状況下、カナダ銀行は「政策金利を一段と引き上げる必要があると判断し続けている」とした

上で、「2％のインフレ目標を達成するために、必要に応じて更に力強い措置を講じる用意がある」と述

べています。すでに0.5％ポイントの利上げは「力強い措置」と言えますが、「更に」を追加したことで

インフレ抑制への姿勢を一層強めたと解釈できます。「更に」は、利上げ幅を0.75％ポイントに拡大させ

るというより、0.5％ポイントの利上げを続けることを意図している可能性が高いと思われます。市場は

従来、次回7月会合での0.5％ポイント利上げの後、9月会合からは利上げ幅が0.25％ポイントに縮小する

と想定していましたが、声明文を受けて9月も0.5％ポイントの利上げが続くことをより強く意識するよう

になりました。その通りであれば、政策金利は9月に中立金利の中心（2.5％）に到達することになります。

図1：カナダの各金利

（出所）カナダ銀行、ブルームバーグ

※中立金利はカナダ銀行の推計値（新型コロナ発生直後は一時的
に公表が停止されていた）

（％） （2017年1月初～2022年6月1日）

※陰影部はカナダ銀行のインフレ目標レンジ
※予測は2022年4月時点
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